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宇
陀
の
真ま

は

に
赤
土

　
宇
陀
で
は
、
古
く
か
ら
「
水
銀
」
や
「
真
赤

土
（
真
っ
赤
な
土
）」
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。『
万
葉
集
』
に
は
、
こ
の
赤
い
土
の

こ
と
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま
す
。

倭
（
や
ま
と
）
の
宇
陀
の

　真
赤
土
の

さ
丹
（
に
）
着
か
ば

　そ
こ
も
か
人
の

吾
（
わ
）
を
言
（
こ
と
）
な
さ
む

　
　
　
　
　
　（『
万
葉
集
』
巻
七
・
一
三
七
六
）

　
こ
の
歌
の
作
者
は
、
不
明
で
す
が
、「
大
和

の
宇
陀
の
真
赤
土
の
赤
い
色
が
着
物
に
着
い
た

な
ら
ば
（
人
目
に
つ
く
恋
を
し
た
ら
）、
そ
の

こ
と
で
、
人
た
ち
が
私
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
と

噂
の
種
に
す
る
だ
ろ
う
か
。」
と
解
釈
さ
れ
て

い
ま
す
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
五
）。

　
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
宇
陀
の
「
真
赤
土
」
の

場
所
は
、
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時

代
の
書
物
、『
五
畿
内
志
（
ご
き
な
い
し
）』

の
な
か
の
「
大
和
志
」（
享
保
二
十
一
年
・

一
七
三
六
）
で
は
、
榛
原
の
赤
埴
（
あ
か
ば
ね
）

説
を
採
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
赤
埴
の
地
を
歩

く
と
、
赤
色
の
土
（
粘
土
）
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
真
っ
赤
な
土
・
赤
い
土
」
の
こ
と

を
「
あ
か
は
に
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
赤
埴
（
あ

か
ば
ね
）」
と
い
う
地
名
が
誕
生
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
真
赤
土
＝
赤
埴
」
説
に
ち
な
ん
で
、
伊
勢

本
街
道
の
「
津
越
辻
」
近
く
に
こ
の
歌
の
万
葉

歌
碑
（
赤
土
に
寄
す
万
葉
歌
碑
）
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
だ
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
内

に
も
こ
の
歌
の
万
葉
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、こ
の
津
越
辻
に
は
「
右
　
い
せ
み
ち
」

と
刻
ま
れ
た
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
大
き

な
道
標
が
あ
り
ま
し
た
（
現
在
は
、
近
く
に
移

設
）。
古
代
、
中
世
～
近
世
、
人
々
は
足
元
や

着
物
の
裾
を
赤
く
染
め
な
が
ら
こ
の
あ
た
り
を

歩
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

60

　
自
殺
は
、
尊
い
命
が
失
わ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
自
殺
未
遂
者
を
対

象
と
し
た
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

約
8
割
の
人
が
、
睡
眠
に
問
題
を
抱

え
、
精
神
的
に
不
安
定
で
、
冷
静
な

判
断
が
で
き
ず
、
自
殺
を
試
み
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
睡
眠
不
足
に
よ

る
不
調
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
自
殺

予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
脳
は
太
古
か
ら
あ
ま
り
進

化
し
て
お
ら
ず
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

い
る
と
脳
の
中
で
、
睡
眠
が
最
優
先

と
な
り
よ
く
眠
れ
ま
す
が
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
と
、
仕
事
や
人
間
関
係

な
ど
原
因
が
物
理
的
に
安
全
で
、
近

く
に
猛
獣
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
の

に
体
が
危
険
だ
と
錯
覚
し
、
安
全
を

最
優
先
し
、
身
を
守
る
た
め
に
眠
り

を
浅
く
し
た
り
、
寝
な
い
よ
う
脳
が

指
令
を
出
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
日
本
人
の
5
人
に
1
人
が
不
眠
や

睡
眠
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
り
、
乱
れ

が
ち
な
生
活
習
慣
の
他
、
長
時
間
労

働
や
過
労
等
も
、
睡
眠
を
妨
げ
る
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

夜
遅
く
に
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

画
面
を
見
て
い
た
ら
、
画
面
か
ら
出

る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
で
体
が
昼
と
錯
覚

し
て
、
寝
に
く
く
な
り
、
寝
る
前
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
寝
付
き
は
よ

く
て
も
眠
り
が
浅
く
な
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
眠
り
が
浅
か
っ
た
り
、

睡
眠
が
不
足
す
る
と
、
元
気
な
人
で

も
強
い
ス
ト
レ
ス
や
不
安
、
抑
う
つ

感
を
感
じ
、
疲
れ
が
た
ま
っ
た
り
、

記
憶
力
や
集
中
力
、
判
断
力
も
低
下

し
ま
す
。
結
果
、
仕
事
の
能
率
や
生

産
性
が
低
下
し
、
事
故
や
う
つ
病
発

症
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
場
合
、
成
績
の
低
下
や
不
注
意
、

感
情
的
な
言
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ 

宇

陀
市
」
と
し
て
、
健
康
を
守
る
た
め

の
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
睡
眠
は
と
て
も
大
切

で
、
心
身
の
疲
労
回
復
の
他
、
脳
の

修
復
、
記
憶
の
定
着
、
免
疫
力
強
化

等
の
役
割
も
あ
り
、
早
寝
早
起
き
し

て
健
や
か
な
睡
眠
を
保
つ
こ
と
は
、

自
分
を
大
切
に
し
、
意
欲
的
で
活
力

あ
る
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。
健
康

で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
た
め

に
も
、
も
う
一

度
睡
眠
と
健
康

に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん

か
。

3
月
は
自
殺
対
策 

強
化
月
間
で
す

～
心
身
の
健
康
と
睡
眠
の
深
い
関
係
～

赤土に寄す万葉歌碑（榛原赤埴）


